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論文内容の要旨

Gonadotrophin による家兎卵巣脂質の変動については，既に Claesson 始め諸家の報告がある D 現

在では cholesterol を precursor とし， progesterone を経過する steroidgenesis が証明されてい

るが，豊富に存在する脂質の内分泌的役割が今後の課題として注目されるロ一般に非妊家兎卵巣は黄

体を有せず，大部分が progesterone 及び 20α-hydroxypregn-4-en-3-one を分泌する間質腺細胞で

占められる事に着目し， HCG 投与後の卵巣各脂質分画，特にその中でも燐脂質の動態を中心にそれ

らの関連性を検討した。

〔方法ならびに成績〕

① HCG 投与下に於ける家兎卵巣の脂質変動及び、燐脂質構成脂酸の変化について

成熟非婚家兎を Nembutal 麻酔下に開腹し， 1 側の卵巣静脈にカニューレを挿入して， 静脈血を

採取後，その間側卵巣を刻除する。その後直ちに HCG 100 単位を耳静脈注射し，経時的 (2 時間，

8 時間， 48時間， 72時間)に反対側の卵巣静脈血及び卵巣を採取しそれぞれ対照と対比した。脂質の

定量は各分画ともすべて比色定量法を用い，また燐脂質構成脂酸及び NEFA の変化は HCG 投与後

10分， 30分， 1 時間， 2 時間， 8 時間のものを Gaschromatography で測定した。結果としては，

卵巣組織及び卵巣静脈血援に於ける脂質分画に於いて経時的変化が見られ，卵巣燐脂質は増加し，卵

巣 cholesterol ば減少した司 NEFA は増加傾向， triglyceride は減少傾向を示した。

家兎卵巣燐脂質構成脂酸では arachidon 酸は約20%含まれており， 肝の燐脂質のそれに比べ豊富

である。 HCG 投与後の燐脂質構成脂酸の変化は主として arachidon 酸に現われ，卵巣組織に於い

ては， HCG 投与後 1 時間以後で燐脂質構成脂酸中 arachidon 酸比が減少した。乙の場合， cephalin, 

phosphoinositide で著しい。また血祭 NEFA 中 arachidon 酸が著減していた。 arachidon 酸比の
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減少は妊娠家兎卵巣でも明瞭である。

② 32p orthophosphate の卵巣燐脂質への incorporation について

非責任家兎に 32p orthophosphate 2 mc を耳静脈内注射後，日CG 投与群の家兎卵巣と対照の卵巣と

をそれぞれ 0.25M sucrose で homogenate して，遠心分画 lとより間質腺脂質への incorporation を

見ると microsome 分間に著明に認められた凸次に卵巣脂質を抽出して Column chromatography で

燐脂質各分画に分離すると，その構成は， lecithin 59.2%, cephalin 26.0% , phosphoinositide 4.2% 

であった。各分画への 32p の取り込みを HCG 投与後の時間的変化で見ると， cephalin は 2 時間で

高く， phosphoinositide は 1 時間で高い。しかるに lecithin は，経時的に漸増した。以上の結果は

小胞体を含む細胞膜の活発な透過機能を示していると考えられる。

③ 脂肪酸の incorporation について

in vivo にて HCG を投与した家兎卵巣の slice を用い， arachidon 酸， stearin 酸， palmitin 酸

をそれぞれ含有した溶媒にて incubation を1. 5 時間行ない，溶媒に残った脂酸を Dole の方法で測

定比較した。 HCG 投与後では卵巣組織で脂肪酸の組織内への移行が高まる結果を得た。 尚この場

合， palmitin 酸， stearin 酸， arachidon 酸の順に移行し易い。

④ 組織1ipoprotein 1i pase 活性測定法の考案とその適用

考案した方法では検討すべき組織を phosphate bu百er (PH=7.4)で10倍に稀釈した homogenate

O.4ml を用いて，比較的量の少ない組織の lipase 測定が行なえる o それは incubation，抽出 ， ì日過，

Cu イオンと脂肪酸の結合， Duncombe の比色による脂肪酸定量法を順に組み合せたもので， lipase 

により基質として用いた Fatogen の triglyceride から分離した脂肪酸の発色を， 440mμ 可視部で

比色する方法である。乙れを家兎卵巣に適用して測定した結果， HCG 投与後卵巣の lipase 活性は

8 時間後に上昇し始め， 48時間後には有意に上昇する事を認めた。 (Pく0.01) 。

〔総括〕

家兎卵巣について HCG 投与後の脂質の変動を調べた結果は 5 項目に要約されるo

1 )非姫家兎間質腺を HCG で刺戟すると， microsome 分画の脂質燐への 32Pincorporation が著

明となる。

2) HCG 投与後，卵巣燐脂質構成脂酸中 arachidon 酸比が減少し，その変化は cephalin ， phosｭ

phoinositide に強い。血祭 NEFA でも arachidon 酸が著減した。

3) in vivo にて HCG を作用させた卵巣組織では，脂酸の移入が強まる事を認めた。

4) Fatogen を基質とし，検定すべき組織の O.lM phosphate buffer 10倍稀釈液 O.4ml をsample

とする1ipoprotein 1i pase の微量測定法を考案した。

5) HCG 投与後の卵巣 lipoprotein lipase 活性 (PH=8.5) は投与後48時間で有意の上昇を示し

7こ。

以上の如く， HCG 投与後の家兎卵巣の脂質の変動を明らかにし，特に燐脂質の変化を steroid­

genesis に対する細胞膜機能の活性化としてとらえた口また卵巣脂質各分画の変動は， lipase 活性即

ち広義の lipolytic activity と密接な関係がある事を示唆した。
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論文の審査結果の要旨

コ、、ナドトロピンの刺激により家兎卵巣間質腺細胞はプロゲスチンを分泌するが，その際脂質に強い

変動を認め，取り込み脂酸のエステノレ化も顕著であった白また適用の広いリポプロテインリパーゼ活

性測定法を考案し，脂質変動とリバーゼ活性上昇との関連を指摘し分泌に対する膜脂質の役割の一部

を明らかにした点で価値を認める。
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